
 

 

 

 

 

  

     イベント情報のお知らせ～皆様のご来場をお待ちしております

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.58 平成 28 年 7 月 

            
           

開催日        内 容 

8 月 15 日（月）  手形・足形取り 

 9 月 19 日（月）  パパと遊ぼう  

     

 

10 月 17 日（月）          ハロウィンミニ運動会 

場 所 近隣センターこもれび（多目的ホール） 

時 間 受付時間：10 時 00 分～10 時 15 分 

    終了時間：11 時 30 分 

 天王台地区社協（通称）は、天王台駅をはさみ、北側に｢天王台北近隣センター｣、南側及

び東我孫子駅側に｢近隣センターこもれび｣の二つの「まちづくり協議会」の範囲（我孫子中

学校区）で地域福祉の拠点となり、地域の皆様の参加と協力で「福祉の街、天王台」を目指

して福祉事業を展開しています。 

 健康マージャン教室(第 1期生募集) 
老化防止のために、頭を使い、指先を使い、適度   
な会話を楽しみ、脳トレを行います。 

賭けない！飲まない！吸わない！のマナーを基本

に、麻雀未経験者を対象とした教室です。丁寧に指

導致しますので安心して始められます。一緒に楽し 

んでみませんか。 

期 間 平成 28 年 9 月～平成 29 年 2 月の 6 ヶ 

    月間で、月 2 回、第 1・3 水曜日開催 

場 所 天王台地区社協活動室（近隣センターこもれび内） 

時 間 13 時 00 分～16 時 00 分 

募 集 8 名（未経験で継続参加できる方限定） 

参加費 1,000 円（資料代） 

申込み 天王台地区社協事務局宛(7183-9009) 

    に電話でお申込み下さい。 

    締切日 7 月 29 日(金)・多数の場合は抽選 

 

 

 

 

 

 

 

 

おしゃべりサロン 
開催日 

 8 月 22 日（月） 

 9 月 26 日（月） 

10 月 24 日（月） 

場 所 天王台地区社協活動室（近隣センターこもれび内）  

時 間 13 時 30 分～15 時 30 分 

 
介護予防教室「シニアいきいき講座」 

 ～こもれびまちづくり協議会との共催～ 

開催日 

 7 月 31 日（日） 

 9 月 25 日（日） 

場所 近隣センターこもれび 

   （多目的ホール） 

時 間 13 時 30 分～16 時 15 分 

講 師 山口江美氏 NPO 鼓響理事長/介護福祉士 

内 容 介護予防に関する実践的な学習と打楽器を 

    使ったヘルスリズムスの体験を組合せ、シ

リーズで開催します。 

募集定員 50 名 

申込み 天王台地区社協事務局宛（7183-9009） 

    電話でご予約下さい。 

 

 

     認知症を知って予防しよう・全 6 回シリーズ 

 ～天王台地区高齢者なんでも相談室との共催～ 

開催日 

 7 月 14 日（木） 

 第 2 回「認知症を防ぐ生活習慣：運動編」 

 講 師 駒崎 優（コマザキマサル）先生 

 内 容 バランスウォーキング教室（かかとの 

     有る靴をお持ちください）。 

 8 月 25 日（木） 

 第 3 回「認知症を防ぐ生活習慣：笑い編」 

 講 師 小此木 真理子（オコノギマリコ）先生 

内 容 笑いヨガで、大笑いしましょう。 

場 所 近隣センターこもれび（多目的ホール） 

時 間 10 時 00 分～12 時 00 分 

募集定員 40 名 

参加費 無料 

連絡先 天王台地区高齢者なんでも相談室 

（7182―4100）に電話でご予約下さい。 

 

 

 パパも一緒に来てネ！ 



電話訪問

集合写真欄

電話訪問、おしゃべりサロ

ン、バスツアーなど、人と人

とのつながりを大事に事業を

行います。又地域の高齢者の

方たちとの交流の中で、私た

ち委員も色々学ばさせて頂い

ております。人と人との交流

は脳の活性化にも良いそうで

すので、どうぞ天王台地区社

協に足をお運びくさい。

福祉部部会長 佐々木雅子

地域社会の中で人と人との

つながりは老若男女問わずな

くてはならないものです。そ

のつながりが薄くなりがちな

現代社会ですが「人と人のふ

れあい」をテーマに子育て支

援、世代間交流、高齢化に対

応した交流の場を設け地域の

方々と関わりながら福祉の推

進につとめていきます。

交流部部会長 森本拓朗

幼児を対象にしたイベントについて

入園前の幼児と保護者を対象に

季節ごとの行事を取り入れた遊

び「のびっ子クラブ」を通して

親子の絆を深め、親同士の交流

を図って子育てを支援します。

小・中学生を対象にしたイベントについて

○二小・三小・高野山小の児童と「昔の遊び」を通して

交流を深めます。

○我孫子中の生徒と「我孫子中PTAバザー」を通して

交流を深め、中学校への協力を行います。

高齢者を対象にしたイベントについて

65歳以上の方を対象に気軽に参加できる「お楽しみ

会」を通して、高齢者通しの交流を深めます。

男性を対象にしたイベントについて

高齢化が進む中、 「男の料理教室」

を通して料理作りと食事をしながら

男性同士の交流を深めます。

“より知って”いただく天王台地区社会福祉協議会に努めます。
天王台地区社会福祉協議会定時総会が5月16日開催され、2期目の

地区社協ボランティア活動の代表を務めることとなりました。どうぞ

よろしくお願い致します。

28年度よりの新委員は、天王台地域でボランティア活動をされて

いる自治会・民生委員児童委員協議会・まちづくり協議会・ボランテ

ィア団体他福祉活動経験者など関係諸団体から推薦をいただき、41

名で構成されました。

私も、26年度よりその任に当たり、まずは地区社会福祉協議会を

地域の皆様に“知って”いただくことを最重点として諸活動に顔をだ

し、広報マンとして力を入れて取り組んでまいりました。

しかし地域の皆さんから寄せられるアンケート調査の結果を見ますと

まだまだ活動の認知度が上がっておりません。

★天王台地区社会福祉協議会って
どんなことを しているのですか？

地区社協は、住民に最も身近な社会福祉協議会
として自分の地域で「健康で、明るく、楽しく、
なかよく暮らしていく」ために地域に密着した福
祉活動を進めています。
地区社協は、町内会などと同じように自主的なボ
ランティアメンバーで組織された任意の団体です。
《主な活動》
◎高齢者ならびに障がいをかかえる人のための
文化活動

◎児童並びに幼児の為のレクリエーション活動
◎地域福祉のための啓発・広報活動などを行っ
ております。

この度の委員改選につき、新規に各自治会及び諸団体から41名の方々が推
薦を受けましたのでご紹介致します。
その構成は、民生委員児童委員協議会8名、まちづくり協議会5名、自治会
13名、ボランティア団体・校長会他15名となっています。本年度より、
下ヶ戸自治会、パークハイツ我孫子台自治会、地域活動支援センタース
テップ、ふるさと我孫子ガイドの会、聴くボランティア・あびこ、高齢者
なんでも相談室及び協力委員の方々が改選されましたので、今後ともご支
援賜りますようお願い申し上げます。

◆高齢者の交流の場作り

毎月第４月曜日に地域の住民交流の

場として「おしゃべりサロン」を開

催していきます、また各地でのサロ

ンの立ち上げを支援していきます。

◆談話訪問サービス

話し相手の欲しい高齢者の方に定期的に電話を差し上

ます、話し相手とともに安否確認も兼ねています。

◆ふれあいの集い「日帰りバス旅行」

２地区に分けて実施します。５か所にバス停を設け、

参加しやすくすることで、高齢者の仲間づくり・社会

参加支援を行います。

◆地域福祉懇談会

自治会長、まちづくり協議会との協力関係を築きなが

ら地域福祉への対応を共有し、連携を強化します。

◆健康マージャン教室

２８年９月からスタートします。

初心者を対象として、健康マージャンにより、認知症

予防、高齢者の仲間づくりを支援します。

《平成２８年度天王台社会福祉協議会の委員の皆さん》

地域の活動は「人と地域が主人公である」

ことを念頭に「人と人」「人と地域」をつな

ぐ地区社会福祉協議会として「参加していた

だける活動」「参加して欲しい活動」を推し

進め認知度アップへ更に努力してまいります。

地域の高齢化が進む中、地域の見守り“安

否確認〟ができる体制をはじめこの地域の誰

もが住みなれたこの町で「いつまでも安心して、健康で、明るく、楽し

く、なかよく」暮らすことの出来る天王台地域を「ささやかな心がけ」

を以って、委員一同、地域のコミュニティ作り推進に向け、ボランティ

ア活動に努めてまいります。何卒、ご支援ご協力の程、よろしくお願い

致します。 天王台地区社会福祉協議会 会長 細見英樹



問合せ・連絡先 天王台地区社会福祉協議会（天王台地区社協） 事務局：金子 中村 
開 設 日 時   月～金曜日（祝日 及び 第２・４火曜日は休み） 

午前９時～１２時・午後１時～４時 
所 在 地   〒270-1144 我孫子市東我孫子 1-41-33 近隣センターこもれび内 

・FAX ０４－７１８３－９００９ E-mail：tennoudai@abiko-shakyo.com 

編集後記 

 春は別れと出会いの季節です。当天王台社会福

協議会もその例に漏れず、2-3 面で細見会長も触

れましたように５月１６日開催の定時総会時に委

員の退/就任が有りました。 

当広報部会は天王台社会福祉協議会が行う各種

事業の広報活動をしておりますが、現有１０名中

５名の方が退/配転されました。 

後任として岡発戸自治会Ｎさん、高野山自治会Ｓ 

さん、下ヶ戸自治会Ｏさん、ふるさと我孫子ガイ

ドの会Ｎさんの４名の方が就任しました。 

結果２８年度広報部会委員は２７年度から継続担

当する５名を含め総勢９名で対応致します。 

 今年度はゆうゆうだより発行、天王台地区社協

が地域の皆様から「見える化」すべく認知度アッ

プの広報活動、イベントごとの広報活動、広報あ

びこや地域新聞での媒体活用、地域マップの作成

や町会自慢紹介等を計画しております。(Ｍ・Ｉ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この季節の草花だより 

 

ミズバショウ 
花は５月から７月にかけ 

て東アジア北部に分布して 

います。 

日本では兵庫県以北の水の 

きれいな湿地帯に咲いてい 

ます。 

           葉より先に純白の仏炎砲 

を立てて群生する姿は美く 

しく、特に尾瀬のミズバシ 

ョウは有名で、「夏の思い出」（昭和 24 年石井

好子/歌）も有って６月から７月の夏の花と思われ

ているが、平地では５月頃から咲き出します。 

今年の尾瀬は何故かもう花の時期が過ぎたそうだ

が、花が終わると芭蕉に似た大きな葉を出すので

この名が付けられました。（h・ｓ） 
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知っ得情報  「ご存知ですか高齢者に多い白内障と手術について」－体験記 
 白内障は種々の原因で目の水晶体が濁る病気で 

す、年代別発症率は 60 代 75％、70 代 80%、 

80 代 97%とポピュラーな病気だそうです。 

それは突然でした～私は 69 歳ですが、３月の 

或る夜の農免道路走行時に、左目が道路左側の路 

側帯を二重に捉え、危機的体験をしました。 

検眼～４月１日に知り合いの眼科で検査を受け 

「白内障以外の病気は無いが、相当進行している 

」とのご託宣により、手術日を右眼 5 月６日に・ 

左目５月９日で予約しました。 

手術当日～13:30 から 15 分間隔で瞳孔を開く 

薬を点眼⇒14:00 自宅発⇒14:40 眼科着(この間 

点眼継続)看護師により簡単な問診⇒手術待機室に 

移動し手術着に着換える⇒15:50 麻酔薬の点眼を 

受け(20 分程度有効)⇒15:55 手術室に入室し、 

手術台に着席すると、手術台が水平になり頭をバ 

ンドできつく巻かれ顔が動かないよう固定され、 

 

 

 

 

 

 

 

 

手術台周りを手術助手と看護師が囲みました。 

まず瞼を閉じられないよう上下を機械で固定し

薄い滅菌シートを貼られ、3 ㎜の創を開け潅流し

ながら水晶体を吸出し、代わりにアクリル製の眼

内レンズ(5m 焦点)を装填して本体手術は終了し

後は「目を瞑らない」の掛け声が響く中、大量の

消毒薬液で洗浄～これが一寸辛いですね～最後に

保護用の大眼帯を張付け、全手術が終了しました。 

何の痛みも無く全体で 10 分の手術時間でした。 

検眼～5 月 7 日右眼良好、目薬 2 種点眼指示 

検眼・手術～５月９日右眼検眼と左目手術 

検眼～5月10日11日,16日に目薬2種指示 

検眼～5 月 31 日視力検査と眼鏡処方箋発行 

これで取敢えず終了です、以後１ヵ月３ヶ月６ヶ

月１年後検眼を経て完了となります。  

 白内障は薬では完治せず、手術しか改善の余地

は無いそうです、疑わしい方は参考にして下さい。 

 

 

 

 


